
 

＊「管内の教育」は島根県教育庁 出雲教育事務所ウエブサイトにカラーで掲載されています。 

                                       

                                                  

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

主な内容  １ 所長所感 「やるしかない状況に身を置いて」 

２ 今年度の学校訪問を振り返って 

３ 来年度の説明会および研修会等 

４ 各指定校事業の成果 

      

 

４ 

出雲教育事務所 

平成 31 年 3 月 

やるしかない状況に身を置いて 

大学時代,不勉強だった私は単位取得にも苦労し

ていました。中でもＵ教授の「教育原理」と「道徳教

育」のことは今でも記憶に残っています。Ｕ教授は評

価について大変厳しい先生で,この２つの講義ともき

ちんと毎回講義に出席し,ノートを取り,理解しなけれ

ば無事に単位の取得ができませんでした。当然私も

「不可」の評価をもらった一人でした。不可では卒業

できません。鬼のように厳しいＵ教授（先生,申し訳あ

りません）でしたが,鬼のままで終わらない『情』があり

ました。後日,教授がリストアップした１００冊ほどの本

の中から３０冊以上を読んで口頭試問を受けて,通れ

ば単位を出す,という救いの道が用意されていました。

１年次は教育原理,２年次は道徳教育と,２年続けて不

可となった私は最初,「たった２,３カ月の短期間に３０

冊の本を読むなどとても無理だ」と,はなからあきらめ

ていました。しかし,愚痴を言ってばかりいても仕方が

ないと考え方を変え,夜寝る前,自宅アパート,電車の

中,喫茶店など,時と場所を見つけては,必死になって

合計６０冊以上の本を読みました。口頭試問の結果,

何とか優・良・可の「可」をもらいました。その当時は

「なんという厳しい先生だ！」と「口頭試問組」の我々

学生は愚痴を言い合ったものです。 

しかし,後になってわかりましたが,Ｕ教授がリストア

ップされた本は,難しい教育書ではなく,児童文学,歴

史小説,青春小説,エッセイなど多岐にわたり,興味深く

読めるもの,心がほっこり温かくなるもの,読後にジーン

とくるものが多かったです。また,高校生まで読書とは

およそ無縁だった私が,本に親しみ,１週間に一度は

面白い本に出会おうと本屋に通うようになったのはこ 

の時からです。読書の楽しさを実感し,習慣を身に付

けることができました。 

この経験から考えてみると,人はやらなければなら

ない状況になったときには,やるかやらないかを迷う

のではなく,腹を決めてやるしかありません。今,話題

になっている教職員の『働き方改革』も,「どうせそん

なことは無理だ」と,最初からあきらめてしまえば,それ

で終わりです。その状況を正面から受けとめ,どうや

ったら前へ進めていけるか,そのためにどんな工夫

や努力をするか,どこをどう改善し行動に移すか,そし

て努力し続けるか,知恵を絞るポイントはそこにあると

思います。 

また,学びというのは,授業などで学んだ知識や技

能がすぐに役立ったり,結果となって表れたりすること

もあれば,「感性」や「読解力」「コミュニケーション力」

のように即効性はないけれど,長い時間をかけて自

分の身に染み渡っていくものもあります。読書によっ

て得られるものもその一つです。 

３７年の時を経た今でも,Ｕ教授が推薦された本の

リスト一覧の紙は,ボロボロになりながら,折りたたまれ

て私の机の引き出しの中にあります。そして,折々に

初心を忘れないように,紙を開き,当時を思い出して

います。 

 

                     

 

 

 

 

出雲教育事務所  所 長  藤江 勲 

所 報 
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１学期の学力育成に係る学校訪問（全ての小中学校）をはじめとして，様々な学校訪問指導で管内
の学校におじゃまさせていただきました。その際には，事前の連絡や当日の行き届いた対応等，大変
お世話になりました。ここでは，回答いただいたアンケートをもとに，教育事務所の学校訪問指導が
学校にとって有効なものであったか等を振り返ってみます。

 

 

 グラフ１より，どの訪問指導も「とても良い」「良
い」という評価を得ており，概ね学校の期待に応え
ることができています。 
 比較的評価が高いのは継続型や教科等申請，支援
専任教員，講師対象の訪問指導です。授業改善や児
童生徒支援の充実を図るために，学校が主体的に希
望されるものについては肯定的な評価を頂いていま
す。 
それに対して，学力育成，生徒指導等こちらから

指定して訪問するものの評価はそこまで高くはあり
ません。 
それぞれの訪問の趣旨を理解して頂くと共に，有

意義な訪問だったと感じてもらえるように訪問の内
容，方法等の改善に努めていきます。 

【グラフ１ ４件法による訪問指導別評価】 

 
 
 肯定的な評価項目の上位３つは， 
①校内研究の推進の機会となった （93％） 
②授業改善に役立った      （82％） 

③学習指導について理解が深まった（79％）でした。 
 指導案検討，教材研究等に継続的に関わっていく
ことで校内研究の推進に役立つことができました。
受け入れる学校数に限りはありますが，次年度もで
きるだけご要望にこたえたいと思います。 
 
 
 
①校内研究の推進の機会となった      （95％） 

②教員の研修意欲を高める機会となった   （90％） 

③授業改善に役立った           （88％） 
 授業を伴わない校内研修において，学校が研修し 

たい内容とこちらが準備していた内容が一致してお
らず，期待どおりの研修にならなかったことがあり
ました。今後は事前に確認を取り合うことを徹底し
ていきます。 
 来年度もフォローアップ研修や中堅教諭等資質向
上研修の研究授業に教科等の申請訪問をご活用くだ
さい。 
 
 
①いじめ対応，いじめ防止基本方針を再確認する機会とな 

った                 （81％） 

②生徒指導体制を再認識する機会となった （78％） 

③不登校対応等について理解が深まった  （61％） 
各学校ではいじめや不登校等に対して様々な取組

がなされています。この訪問指導はその取組の点検
の機会となっています。今後もこの訪問を通して生
徒指導体制の充実が図られることを願います。 

 
 
 
【特別支援学級新任担当者・新設学級】 
①特別支援教育について理解が深まった   （90％） 

②児童生徒に対する支援体制や支援方法の参考になった

（78％） 

③特別支援学級の学級経営や授業づくりの参考になった

（75％） 
【にこにこサポート事業】 
①児童生徒に対する支援体制や支援方法の参考になった

（97％） 

②児童生徒の実態把握や見立ての参考になった（70％） 

③特別支援教育について理解が深まった   （57％） 
【特別支援教育支援専任教員による訪問】 
①児童生徒の実態把握や見立ての参考になった（96％） 

②児童生徒に対する支援体制や支援方法の参考になった

（83％） 

③特別支援学級の学級経営や授業づくりの参考になった

（78％） 
特別支援学級担当の先生，あるいは通常の学級で

支援が必要な児童生徒を担任している先生の不安や
悩み，支援する体制の在り方等について助言・指導
を行いました。 
共通理解を基にチームとしての継続的・計画的な

支援が求められます。今後も研究協議などできるだ
け全教職員の参加をお願いします。 

 

 

①授業改善に役立った          （93％） 

②学習指導について理解が深まった    （82％） 

③教材について理解が深まった      （82％） 

２ 継続型 

３ 教科等申請 

４ 生徒指導 

５ 特別支援教育 

 今年度の学校訪問を振り返って 

６ 初任者研修 

１ 概要 



初任者の授業を通して，校内の授業改善の意識が
高まっています。初任者研修を学校全体の研修機会
として肯定的に受け止めていただいていることがう
かがえます。 

 

 

①教員の研修意欲を高める機会となった （100％） 

②授業改善に役立った         （100％） 

③学習指導について理解が深まった   （100％） 

 講師対象の訪問指導の評価は高く，好評でした。
次年度もぜひご活用ください。 
 

 

①求められる学力について理解が深まった（75％） 

②県がめざす教育の方向・施策，新学習指導要領の趣旨につ

いて理解が深まった         （65％） 

③授業改善に役立った         （62％） 

 市町教育委員会の学校訪問もある中で，教育事務
所の訪問を実施しています。忙しい中でも「来ても
らって良かった」と実感してもらえるような訪問に
なるよう努めます。 
 
 
 
新学習指導要領全面実施まで,小学校はあと１年,

中学校はあと２年となり，授業改善を推し進めなけ
ればなりません。教育事務所は学校のご要望に応え
られるように来年度の学校訪問指導の要項を作成中
です。ぜひ来年度もご活用ください。

 

 

 

 

 

出雲市立大津小学校     雲南市立掛合小学校 

 

「子どもの声でつくる算数授業づくり」をめざして，県内８校，出雲教育事務所管内では，出雲市立大津小学校，

雲南市立掛合小学校がこの事業に３年間取り組んできました。最終年度は管内に授業を広めるという位置づけで，

それぞれの学校で３回授業公開を行っていただきました。掛合小学校においては，市教研や教育センター主催

の講座と連携するなどし，より多くの先生方に授業をみていた

だくこともできました。 

この事業で掲げた「子どもの声でつくる算数授業づくり」と新

学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」とは同

じ方向にありますので，先行実施という位置づけであったとも言

えます。管内の研究授業においても，「子どもの声でつくる算数

授業」の趣旨にのっとり，子どもたちが主体的に考えを伝え合う

全員参加の授業が多く見られるようになりました。 

今年度でこの事業は終わりますが，平成３０年３月に，推進校

の授業のハイライト部分を納めたDVDを各校に配付しています。

算数の授業改善に校内研修等でぜひご活用ください。

内 容 対 象 時 期 

平成３１年度教育施策説明会 【出雲合庁】 小・中校長 ５月２３日（木） 

小・中学校校長学校経営実践研修 【出雲商工会議所】 小・中校長 ６月２８日（金） 

中学校対象新学習指導要領説明会 

８月（国・社・数・理・英・総・特活・特支） 【出雲合庁】 

１０月（音・美・技/家・体） 【島根県教育センター】 

全中学校教員 
（詳細は後日） 

８月２０日（火）・２１日（水） 

１０月３１日（木） 

小・中学校教頭を対象とする研修 【出雲合庁】 小・中教頭 ９月１９日（木） 

算数授業改善推進校事業の取組 

７ 講師対象 

８ 学力育成 

おわりに 

大津小学校 ５年 「円と多角形の性質」 

平成３１年度島根県教育委員会による説明会及び研修会等（予定） 

各指定校事業の成果 



平成 29・30 年度文部科学省人権教育研究指定校事業（兼平成 29・30 年度島根県人権・同和教育研究指定校） 

奥出雲町立横田中学校 

本事業は，人権意識を培うための学校教育の在り方について，幅広い観点から実践的な研究を行い，人権教育に

関する指導方法等の改善及び充実をめざしています。 

 

 

（１）研究主題 
「認め合い，高め合い，主体的に行動できる生徒の育成」 

～自己有用感の育成をめざした取組を通して～ 
 

（２）横田中学校が定義する「自己有用感」 

    他者や集団とのかかわりを通して，自他共に肯定的に受け入

れられることによって生じる，自己の存在を価値あるものとして肯

定的に受けとめることができる感覚。 
 

（３） 研究仮説と主な研究内容，成果 

①【授業づくり】 
学習活動において，話し合い，学び合う活動を効果的に取り

入れ，互いに共感的にかかわり合う授業を創造すれば，自己有

用感が高まるとともに，互いを認め合い主体的に行動できる生

徒が育つであろう。 
 

◆指導者の肯定的な評価言を取り入れた授業づくり。  

◆見通しをもった分かる授業・個に応じた授業づくり。 

◆小集団学習における交流や相互評価を積極的に取り入れた授業 

づくり。 

◆人権に関する知的理解を深め，人権感覚を育成する授業づくり。 
 

  <主な成果> 

日常的に様々な形態の小集団学習に取り組み，相互評価

を取り入れたことが，協力的な学習の雰囲気を高めたり，思い

やりの気持ちをもってお互いに教え合ったりする態度を育てる

ことにつながった。 
 

②【基盤づくり】 

生徒一人一人が他者や集団とのかかわりの中で達成感を味

わう活動を充実させれば，自己有用感が高まるとともに,互いを 

 

 

認め合い主体的に行動できる生徒が育つであろう。 
◆一人一役で自主性・主体性の育成をめざすとともに，異学年 

集団の交流のある特別活動の充実。 

◆人間関係づくりプログラムを積極的に取り入れた学年・学級 

集団づくり。 

◆人権感覚を高める環境づくり。 
 

   <主な成果> 

「人権集会」「人権スローガンの見直し」「人権マスコット

の制作」等の活動を通して，生徒の人権意識の向上を図

ることができた。また，日常的に人間関係づくりプログラム

を取り入れた活動を行うことで，生徒同士がお互いを理解

し合い，相手を尊重して話し合い活動に取り組めるように

なった。 
 

 ③【地域連携】 

学校と地域が連携を深め，地域をはじめとした人材を積

極的に授業や行事などに活用し，生徒がいろいろな人と

の交流を深める活動を充実させれば，自己有用感が高ま

るとともに，互いを認め合い主体的に行動できる生徒が育

つであろう。 
◆学校・家庭・地域・関係諸機関等が連携した教育活動の推 

進｡ 

◆授業，行事などでの地域人材の活用と交流活動，異校種等 

との交流活動。 

  <主な成果> 
 

町内小学校や夜間中学校の児童生徒など，様々な人々と

ふれあう中で，自分が役立っていることを実感するとともに，多

様性を理解し，自分が学べていることの価値や幸せについて

考えることができた。 

 

 

 

 
複式学級指導充実のために ～複式教育推進指定校事業より～ 

雲南市立西日登小学校 
 

県教育委員会では,平成２６年度から,複式学級における効果的な学年別指導の在り方を研究し,成果の普及を図ること

を目的とした,複式教育推進指定校事業を実施しています。 

 平成３０年度は,雲南市立西日登小学校が本事業の指定を受け,算数科における学年別指導についての研究に取り組ま

れました。１２月５日には発表会を開催し,中学年,高学年で算数科の公開授業がありました。                    

西日登小学校が、これまで取り組んでこられた実践の概要をお伝えします。                              

                                       

                                    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年の発達段階に即して,「学習リーダー」等の目指す具体

の姿を定め,その姿に近づくよう日々指導に努めています。                                           

 「ガイド学習」をうまく進めていけるように,教師はどの教科の

授業においても,児童の発言をつなげ,広げていくなど,児童の

声が響く授業づくりに努めています。普段の教師の姿が「ガイ

ド学習」のモデルになっています。 

 

（１）主体的・対話的な学びにつながる「ガイド学習」  

（２）深い学びにつながる指導 

 

    学習リーダーが、話し合いの中で出たキーワードを板

書しながら、みんなで深めていく間接指導の場面 

「ガイド学習」における話し合いの場面では,各自の考えを発表して終わったり,ねらいとずれた話し合いをしたり,

話し合いが停滞したりする場合があります。そんな時は,教師によるタイムリーな指導が行われています。公開授業で

も,教師は児童の考えに疑問をぶつけたり,問い返したりするなど適切な揺さぶりが随所でみられました。教材研究に

裏付けされた適切な指導が深い学びにつながります。 

 


